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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文では、すくみ足などを抱えるパーキンソニズム患者独特の脳神経系の疾患に対して、歩行
機能改善に寄与する脳神経系の信号経路に介入し機能改善を促す方法として、複数筋群への介入に着
目した手法およびシステムを提案・開発し、患者への適用を通して、提案手法・提案システムがすく
み足を改善できる新たな手法となりうる可能性があること示している。人間医工学、サイバニクスな
どの学術的観点からも、社会的観点からも、有益な研究であると評価される。 
 
【最終試験の結果】 
令和２年２月４日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
